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【美の考察】
創作者自身の「美」の基準を獲得し、
表現の足がかりとすることを目指す。

【創作技法研究Ⅰ】
● モデリング制作法（3DCG）
● マテリアル演習
● 古典技法研究
● 作家研究

【創作研究Ⅰ（3D デジタルモデリング）】
● 3DデジタルモデリングⅠ
● 3Dデジタルテキスタイル
● 3Dデジタルスタイリング

【映像表現】

【メディアと造形表現】
ファッションとアートの関係性、ファッ
ションの歴史的流れ、メディアの役割

【創作技法研究Ⅱ】
● モデリング制作法
● マテリアル演習
● 古典技法研究

【創作研究Ⅱ（3D デジタルモデリング）】
● 3DデジタルモデリングⅡ
● 3Dデジタルテキスタイル
● 3Dデジタルオブジェクト

前期

1 年次 2 年次

後期

【創作研究Ⅲ（3D デジタルモデリング）】
● ３Dデジタルモデリング研究
● ３Dデジタルテキスタイル研究

【修了制作（3D デジタルモデリング）】
各自のテーマに基づき制作、発表。

前期 後期

杉野服飾大学大学院は、服飾の造形研究を目的として、衣の造形作家を養成

することを目標としています。専攻は造形専攻の一専攻です。

2022年度に、造形専攻の中に新しく「3Dデジタルモデリングコース」を新設す

ることといたしました。この新しいコースは、現在日本の服飾産業の生産過程で

発展し始めた三次元のコンピューターグラフィックを活用した服飾のモデリングの

工程を教育研究することを目的としています。

日本では現在この業務を担当する3DCGモデリストの資格検定試験が開始さ

れようとして、準備が進んでいます。本大学院造形研究科の3Dデジタルモデリ

ングコースでは3DCGを活用したモデリングのクリエーターを養成することを目標

としており、修了後その資格を取得したモデリストとして服飾業界で活躍すること

が期待されます。

3Dデジタルモデリングコースの研究課程は、これまでの造形専攻の課程の組

織と基本的には同じです。科目としては、1年次前期の「美の考察」「創作技法

研究Ⅰ」「創作研究Ⅰ」「映像表現」「メディアと造形表現」、1年次後期の「創作

技法研究Ⅱ」「創作研究Ⅱ」、2年次前期の「創作研究Ⅲ」、2年次後期の「修

了制作」です。

新コースの科目の内容として、新たに1年次前期の「研究技法研究Ⅰ」に「モデ

リング制作法（3DCG）」が組み込まれ、また「映像表現」の科目が設置されま

す。この2つの科目は、本学の大学院担当教員が担当します。

1年次前期の「創作研究Ⅰ」の科目内容は、「3DデジタルモデリングⅠ」「3Dデ

ジタルテキスタイルⅠ」「3Dデジタルスタイリング」から成り、これらの科目は、

3DCGモデリングの教育を開発してその教育を日本国内外で展開している東京

ファッションテクノロジーラボ（TFL）社から派遣の講師と本学の大学院担当教

員が共同で担当します。

最先端のファッションテック教育と3DCG を活用した
新たな服飾領域のクリエーターを養成
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1年次後期の「創作研究Ⅱ」の科目内容は、「3DデジタルモデリングⅡ」「3Dデ

ジタルテキスタイルⅡ」「3Dデジタルオブジェクト」から成り、担当は「創作研究Ⅰ」

と同様です。

2年次前期の「創作研究Ⅲ」の科目内容は、「3Dデジタルモデリング研究」と

「3Dデジタルテキスタイル研究」です。担当は1年次の担当と同様のほかに、

修了制作の指導に当たる服飾造形担当の本学の大学院担当教員が加わりま

す。

2年次後期の「修了制作」の科目内容は、「各自のテーマに基づく制作、発表」

で、担当は2年次前期の担当者と同じです。

1年次前期の「創作技法研究Ⅰ」の「モデリング制作法（3DCG）」と「映像表

現」は直接1年次前期から始まる「創作研究」の3Dデジタルの各科目と連動し

た科目となりますが、在来の科目内容を履修するコースと共通に履修する「創作

技法研究」の各科目が新コースの「創作研究」の科目や「修了制作」の創作

活動を支える研究となります。

新コースの新設に伴って、既存の課程は「創作表現コース」となります。

日本の服飾産業は、20世紀後半の高度経済成長期から近年に至るまで大量

見込生産による余剰製品の大量廃棄という大きな課題を抱えて来ました。テキ

スタイルまで含めて新しく始まった3Dデジタルのモデリングによって、このサプラ

イチェーンの変革も推進されようとしています。

TFLが開発して来た最先端のファッションテック教育と連携して行われる造形研

究科の新しい3Dデジタルモデリングコースで新たな服飾領域のクリエーターの

養成が開始されます。日本のファッション産業のデジタルトランスフォーメーション

（DX）を推進し、服飾産業をサスティナブルな産業へと進化させる大学院修士

課程の造形研究に皆さんの参画を期待しています。

研究概要


